
飴
し
な
が
ら
累
帯
構
造
の
研
究
を
な

n
ず
し
て
結
晶
成
長
の
異
相
を
開
明
す
る
事
は
少
-
も
賓
魔
軍
内
は
於

い
て

は
蚤
く
不
可
能
で
あ
る
か
ら
'今
彼
此
の
種
の
研
究
が
愈
々
粍
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
は
論
を
挨
允
内
所
で
あ
る

口
永
良
郎
偽
的
教
の
出

川
は
昭
和
八
神
十
二
月
仝
火
山
煤
免
に
隠

し
京
都
帝
図
大
串
よ
り
将
に
棚
助
せ
ら
れ
た
も

の
で
滋
に
和

し
て
謝
態
を
来
す
O

〔歩
=C
｡i文
敵
〕
問

本
間
不
二
功
､
日
永
良
部
島
の
火
山
地
盟
と
火
山
紡
動
､
火
山
､
二
怨
二
光
-
三
九

二

九
三
四
)'

用

本
間
不
二
男
'
斜
長
石

鼎
畔
柵
迫
の
分
知

(
洩
琳
)'
地
朝
鮮
那
誌
'
四
二
谷
､
二
八
九
-
二
九
〇
二

九
三
五
)'
仰

松
本
瓜
寛
､
仙
耗
市
外
三
碓
附
近
に
発
達
せ
る
安
山

射
朝
玄
武
川.<
中
の
斜
長
石
に
就
て
､
岩
石
碗
物
碗
休
騨
'

六
番
'

七
四
-
八
〇
(
一
九
三

二
､
㈱

非
本
箱
夫
､
奈
良
非
日
出
附
妃
に
産
す
る
合
石

英
織
機
ポ
机
粒
玄
武
山前
郡
山ポ
脈
に
就

い
て
'
地
朝
嘩
郁
誌
､
四
二
谷
'

二
八
八
-
二
八
九
(
一
九
三
五
､
拘

久
野
久
'
新
税
火
山
放
射
田
の
地
既
'

特

に
萩
山
脚
頂
氏
に
就

い
て
､
地
拭
聯
郁
雄
'
四
二
容
､
三

l
O
I
三

二

(
1
九
三
五
)

小
林
貞

一
学
士
の
南
朝
鮮
奥
陶
紀

頭
足
類
研
究
に
封
す
る
批
判

口

水

三

小

幡

忠

宏

Cid
九

T
･roch
olites
a
m
m
on
ioid
es
阿
.
に
就
て

′し
小
林
氏
が
右
の
名
柄
で
発
表
し
カ
新
種
は
壮
年
期
の
螺
環
の
帽
が
相
貌
-
高

さ
よ
-
79
劣
っ
て
居
る
｡
叉
腹
部
は

小
林
貞

一
聯
士
誓
･S
朝
肺
炎
陶
紀
弧
見
知
脚
光
に
削
す
る
批
判

l蓋

二
三



地

球

空

十
四
髄

節
四
雛

真

二
関

数
-
隆
起
し
折
線
は

S
u
b
a
n
g
u
la
r

で
あ
る
･

従
で
其
断
面
は
帆
映
濫

W
び
ね
菱
形
数
量
し
て
居
る
0

然
る
に

T
rockotites
の
蓋
型
確
に
就
去

る
に
､
批
年
期
の
螺
環
は
極
め
て
幅
旗
-
腹
部
も
頗
-
霜
平
で
膳
縁
は
不
明
瞭
で

ぁ
る
｡
従
で
断
両
は
草
月
状
誉

苦

で
居
る
｡
叉
小
林
氏
の
慮
晶
は

S
iphunc12
の
放
散
が
壮
年
期
に
於
で
は
背
側

に
密
着
せ
ず
小
林
氏
は
依
る
と
背
側
か
ら
腹
側
は
至
る
距
離
の
約
四
分
の

一
の
朗
(
背
側
は
近
-
)
は
位
置
し
て
居
る

が
､
T
,rock
olites
の
S
ip
h
u
n
cle
は
肝
年
期
に
於
で
は
背
側
は
密
着
し
て
居
る
か
､
又
は
著
し
-
背
側
は
接
近
し
て

居
る
｡
騎
小
林
氏
の
響

m
は
ty
picalの
T
roc7w
liies
よ
カ
79
im
p
r
eSSio
n
が
小
で
あ
る
○
小
林
氏
の
記
載
し
た

藤
晶
は
斯
-
の
如
-

T
rochotites
と
は
金
魚
典
っ
て
居
る
｡
小
林
蝿
は
其
響

m
霊

苗

の

T
rocholiies
yunn
an
･

en
sis
R
eed
及

T
･

aR
:
m
aw
onphalus
Sch
r
o
ed
er
に
比
較
し
て
居
る
が
此
等
の
此
綾
は
督
是

し
て
居
る
様

は
皿
ふ
｡
即
ち

R
e
ed
氏
の

(1917
･
P
l･V
I,
F
ig
s
･1,
4m
4,"
5,
5.)

は

T
r
o

ch
oli
fesP
y
u
n
n

an
ensis
R
.
J
J

怨
む
べ

き
7品

で
あ
う
又

(P
l･V
I,fi
g
s
･

6
･6･)
の

T･
a
g
,
m
a
cr
o
np
hatus
S
chroe
d
er
は
S
ch
r
oed
er
ocer
a
s
F

sp
･
と
す
べ
き
も
の
で
あ
る
｡
小
林
氏
の
前
記
棟
晶
は
同
氏
の
記
載
は
依
る
と

Suture
1i
neは
穀
の
venter
で
は

sa
d
d
Ie
差

せ
る
如
-
謂
ふ
て
居
る
が
其
間
か
ら
判
断
す
る
と
却
=

obe
を
覆
し
て
居
る
横
は
見
え
る
0
穀
豪
雨

の
腹
部
で
縫
合
線
が

1obe姦

し
で
居
る
の
は

S
chroe
der
oce
ras
の
特
徴
で
あ
る
○
之

は
反
し
前
記

R
eed
氏
の

T
二
g
yunnan
ensis
R
･
の
記
載
に
あ
る
如
-
腹
側
に
縫
合
線
の

saddleあ
･q
且
つ
両
側
面
に
頗

dUtob
e芸

作
っ

て
居

る
｡
触
る
ほ
小
林
氏
が
之
に
此
較
し
た
氏
自
身
の
響

=E
は
寧

ろ
ventro
･1ate
ral

Sad
d
le
が

有
る
か
ら
腹
榊
で

は
R

eed
氏
の
響

州
と
は
金
然
辰
野
で
あ
る
乙
と
は
既
に
運
べ
ね
通
-
で
あ
る
0

之
を
要
す
る
に
小
林
氏
の
前
記
標

晶
は

T
rochoLii
es
に
屠
せ
ず
し
て

S
ch
r
oed
e
rocer
ae
?

ammoni
oid
es
(a
)
と
訂
正
す
べ

き
も
の
で
あ
る
0
本

漣
猪野｣蓮



種
は
橘
僻
奥
関
配
厨
よ
-
記
載
ru
れ
た
唯

一
の

nautiticon
ic
の
出
足
粗
で
あ
る
｡

相

F
o
erste
氏

(D

enis

on
U
niv.B
u
tt.
V
o
t.
X
XI,)92
5
,
P
.)
4)
は

T
rocho
titid
a
e
を

H
o
tochanit
es
に
編

入
せ
る
が
､
据
y
a
ii
氏

(Zi詫ei･E
astm

an,T
e
17i
t
B

ook
of
Pal
aeon
t
olog
y,
v
et.
1.)9
00,P
.

519)
は

O
r
tk
o･

ch
a
n
ites
の

一
利
と
謎
め
t
T
r
o
edsson
氏
(M
e
a
d
.
o
m
G
r
甘

tan
d.
B
d
.
LX
X

iV
192
9
,
P
,
4))
も

Sip
h
u
n
cte

如
き
鮎
に
基

き
fly
a
tt
氏
の
兄
榊
に
従
で
居
る
｡

此
所
で
は
研
究

不
充

分
在
る
故
暇
に

田
y
a
tt
氏
及

T
r
o
ed
sso
n

氏
の
見
解
に
従
で
置
-
0

-ヽノ
十

S
ie
reoplasm
ovpe
ratid
a
e
科
及

S
ier
eop
lasm
oceras
に
就

て

(
小
林
氏
は

S
ter
eoplasm
ocera
s
及

T
of
a
qLgoceras
の
爾
属
を

.i宿
し
て
新
に

S
ter
e
oplasm
oc･er
a
tid
a
i

科

を
創
設
し
光
｡
其
是
非
教
諭
ず
る
に
は
先
づ

S
ter
eop
lasm
ocer
a
s
屈
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
｡

S
tereoplasm
o
cer
as
は

一
九
二
二
年

G
TabatI氏
が

S
I
PSeu
d
o
sep
ia
iu
m

G
･
を
基
型
種
と
し
て
創
設
し
光
属

で
､
北
支
那
及
南
満
洲
産
の
A
ciin
oceratoids
及

A
r
m
e
n
oceratoid
s
申
､
機
内
の
有
機
沈
澱
物

ste
r
eoptasm

の
間
隙
又
は
分
割
が
恰
も
隔
壁
の
如

き
形
状
計
量
す
る
も
の
即
ち

G
rabau
氏
の
所
謂

p
s
eud
osepta
(捉
隔
壁
)
敬

有
す
る
者
を
紙
で
本
属
に

ii
宿
し
た
の
で
あ
る
｡
小
林
氏
は
此
見
解
を
支
持
し
た
唯

一
入
着
で
あ
っ
た

.然
る
に
元

凍
本
属
の
創
設
は
曹

っ
て
は
蹴
隔
壁
の
存
在
の
み
は
着
眼
L

siphu
n
cte
及

s
eptal
fu
n
n
e
t
等

の
荻
婁
な
る
性
質

の
如
何
を
考
慮
に
入
れ
な
か
っ
た
馬
め
に
種

々
の
矛
盾
を
来
し
な
｡

例

へ
ば
基
型
種
た
る

S
.
p
seu
d
osep
tu
qn
a
.

は

Sept
ai
n
eck
(-
fu
n
n
el)知
-

sip
hun
cutar

seg
m
g
nt
の
縦
断
面
形
状
が
幼
年
期
で
は

O
rm
oGer
a
S
型
で
あ

小
林
貞

1
堺
士
の
揃
朝
鮮
奥
剛
紀
孤
見
知
桝
兜
に
封
す
る
批
判

三
宝

二
五



地

城

壁

宇

田
怨

節
四
雛

]]

宍

二
六

る
が
成
長
は
捉
以
典
型
的
な

A
rm
en
oce
raS聖
賢

ホ
し
て
居
る
｡予
等
が
商
浦
洲
奉
天
省
遼
陽
聯
下
平
州
か
ら
採
集

し
竺

楳
晶
は
殻
の
長
三

八
糎

.
穀
の
幅

㌻
五
璽

ap
eX
附
近
)
乃
至
甲

三
糎
(鯉
鼻
附
近
)
に
達
し

sip
hun
cte

の
幅
は
成
長
と
北
ハほ
C
･
六
糎
か
ら

㌻
五
糎
に
増
大
す

る
が
'
其
高
1L
は
〇
三

五
糎
乃
至
〇
･
t四
糎
で
苦
し

さ
鼻
化

が
卑

b
れ
な

い
｡
翻
我
標
晶
に
就
て
見
る
ほ

Septal
n
eck
79

l
rm
en
o
ceras
型
で
あ
る
0
其
他

S
ter
eop
las･

m
o
ceras
m
achiakouen
se
G
･
の

siphu
ncle
は
寧
ろ

D
eir
ocer
as
型
で
あ

ヵ

(S
actoceras
型
と
見
る
の
は

厳
密
で
な

い
か
ら
斯
-
訂
正
し
た

い
荷
後
輩
慧

言

れ
た
し
)
'
又
S
ter
eo
plasm
ocer
a
s
a
ctin
ocer
Lj
Tor
m
e
G
.
は

造
型

S
.
p
seu
d
osep
tu
m

G
･
ほ
同
定
す
べ

き
も
の
と
恩
は
れ
る
0
斯
-
の
如
-

sip
hun
cle
の
性
質
か
ち
見
る

と

G
ra
b
a
u
氏
の
拳
げ
ね

S
ier
eo
p
lasm
ocer
a
s
は
い
づ
れ
も
他
鷹
と
特
異
の
鮎
が
無
-
却
て

A
r
m
en
o
cera
s
乃

至
其
近
縁
鷹
と
認
ひ
べ

き
も
の
ば
か
タ
で
あ
る
〇

一
万

G
Tabau
氏
が
力
説
し
た
所
謂
p
s
eud
osepta
形
成
の
索
因

む
覆
す

ste
r
eop
lasm
は
如
何
在
る
,P
の
か
と

吟
味
す
る
ほ
､
少
-
と
も
北
支
那
及
甫
溝
洲
産
の

A
ctin
ocera
toid
s
及

1
rm
en
oceratoid
s
の
殆
ど
各
般
に
革

b

る
j
現
象
と
謂
え
る
程
で
､
G
rabau
氏
の
S
ier
eop
lasm
oce
ras
は
勿
論
其
他
同
氏
が

A
ctin
o
cer
a
s
rickih
oj
Teni
F
.

A
,

s
u

anp
an
oides
a
.

A
･

su
b
m
a
r
g
in
a
le
a
.

A
.

curvaiu
m

堤
.

G
onioceras
sha邑
u

ngense
a
_

i
a

n

i
a
.

cou
ling
i
a
.

n
anu
m

伝
.

C
yrtact

in
ocer
as
f
r
e
chi
a
.



と
し
て
記
服
せ
る
も
の
は
い
づ
れ
も
機
内
に

ster
eoptasm
が
布
衣
す
る
事
を
G

rabau
氏
自
身
既
に
明
記
し
て
居

る
｡
予
等
の
北
支
那
及
璃
浦
洲
よ
-
の
探
基
品
に
就

て橡
す
る
も
同
様
で
あ
る
｡

斯
-
の
如
-

ster
eoplasm
の
存
在
は

A
ciin
ocer
a
toid
s
及
A

r

m
enocerato
id
s

の
各
種
属
に
亘
っ
て
見
ら

る
ゝ
現
象
た
る
ば
か
ゎ
で
在
-
後
輩
に
記
す
如
-
O
rth
oceratoid
s
の
戎
者
に
も
見
ら
る
ゝ
現
象
で
あ
わ
､
史
に
同

一
個
機
内
に
於
で
も
其
賦
布
状
態
が
極
め
て
不
規
則
で
､
或
部
分
で
は

stereoptasm
の
分
泌
が
非
常
は
多
-
箱
め

に
辛
う
じ

て殻
巽
内
に
線
榛
の
間
隙
又
は
分
割
(即
ち
擬
隔
壁
)
を
残
す
外
は
該
物
質
で
充
填
n
る
ゝ

ほ
拘
ら
ず
､
他

の
部
分
で
は
僅
か
に
隔
壁
又
は
殻
壁
附
近
に
之
等
の
形
に
附
ふ
て
薄
-
沈
澱
せ
る
ほ
過
ぎ
ず
従
で

G

rabau
氏
の
謂

ふ
意
味
の
p
seud
o

septa
を
形
成
す
る
は
至
ら
ざ
る
部
分
も
あ
る
｡
斯
-
の
如
-
月
数
の
主
構
造
に
も
非
ず
又

一
定

の
法
則
に
従

へ
る
現
象
に
も
非
ざ
る
も
の
を
属
の
特
徴
と
す
る
事
は
如
何
に
し
て
79
不
各
班
で
あ
る
｡
斯
る
鼻
則
的

在
部
分
現
象
に
と
ら
は
れ
る
か
ら
構
造
上
典
属
の
者
を
も
混
同
す
る
様
な
結
基

に
惰
る
の
で
あ
る
｡

之
に
就

ては

GTabau
氏
の
み
な
ら
ず
小
林
氏
も
同
様
の
誤
を
犯
し
て
居
る
｡
例

へ
ば
同
氏
が

S
te
reoplasm
ocer
a･s
iofang
ioi･

d

o

s.
S
.
y
a
bei.
及

S
.
h
u
ro
nifor
m
e
等
と
し
て
記
載
し
た
も
の
は
跡
表
の
如
-
夫
々
典
卓
た
る
四
属
の
者
で
あ

る
｡
同
様
の
誤
-
は
同
氏
の
薦
著
二

九
二
七
年
及

1
九
三

一
年
)
で
79
見
ら
れ
る
｡

C
yr
tochoanite
s
の
分
頻
の
基
準
と
し

ては
sip
h
u
n
ctev
se
p
tal
n
eck
.
穀
と

Sip
h
u
n
cle

と
の
摘
係
.
及
び

殻
表
面
の
装
飾
等
が
政
も
主
要
で
あ
る
革
は
現
今
斯
尊
者
問
に
殆
ど

一
致
せ
る
見
離
で
あ
る
.
之
等
の
瓢
を
閑
却
し

て

は

C
y
r
ioch
o
a
n
it
es
は
勿
論
絶
て
の

Nautiloids
の
種
屈
分
類
は
成
立
し
な

い
の
で
あ
る
｡

steT
e
O

P
las
m

は
基
-

p
s
e
u
d

osep
ta

の
形
成
が
基
し
て
儀
介
叛
の
基
準
と
す
る
は
足
る
か
と
云
ふ
革
は
既
は

小
林
貞

l.
尉
i
7.の
南
朝
肝
炎
刑
紀
蛸
足
如
研
究
に
封
す
る
批
判

票
九

二
七



地

球

第
二
十
四
怨

解
的
肋

二台

二

八

F
oe
rste
}
T
eich
eri
両
氏
(D
e
n
is
on
Un
iv
.

B
u
n
.
V
ot.
X
X

V
.
1930.
P
.
2
14
;

P
al
ae
o
n
t
ogr
a
p
h
i
c

a,
虻
d

L
X
X
V
I
i
I

､
A
bt.
a
,
Li
ef.
4
-
6,
)933,
S
.
1B
l
;
A
m
er.
J
o
u
r.
S
ci.
V
ser.
V
ot.
X
X
iX
.
1935,
N
o
.

)6
9,
P
.
1
2
)

も
旗

で
居
る
｡

然
し
之
等

両
氏

は
兼
由
産
の
者
は
研
究

し
て
居
な

い
薦
め
は
之
に
関
し
て
は
決
定
的

を
断
定
を
避
け
て
居
た
観
が
あ
る
､

然
し
予
等
が
束
並
産
の
多
数
標
晶
は
就
て
研
究
し
た
聴
英
は

G
rabatI
紋
を
肯

定
す
る
は
足
る
材
料
を

一
つ
も
聴
見
し
覆

い
の
で
あ
る
.
stereoptasm
の
成
因
は
今
日
未
だ
明
確
で
な

い
｡
最
近

Te
ieh
ert
戊
は
該
物
質
は

一
次
的
沈
澱
物
で
恐
ら
-
捷
春
中
気
房
の
浮
力
調
整
に
興
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
と
言
ふ
て

居
る
O
二
次
的
沈
澱
物
な
ら
ば
生
物
分
瓶
の
基
準
と
す
る
に
足
ら
覆

い
乙
と
は
言
ふ
迄
も
な

い
が

一
次
的
沈
澱
物
と

し
て
も
無
意
味
在
る
,J
と
前
述
の
如
-
で
あ
る
｡
steT
eOplasm
の
薦

め
は
珊
瑚
の
骨
解
が
厚
-
覆
っ
た
例
を
馬
狂

基
氏
も
述
べ
て
居
る
が
(
東
北
帝
大
5
.御
報
骨

地
異
撃

第
十
大
食
第
三
餓

1
六
五
頁

山
九
三
四
年
)

珊
瑚

に
於
て
79
何
等
分
租
上
の
基
準
た
ら
ざ
る
事
が
暗
示
さ
れ
る
｡
相

ster
eロPtasmi
C
d
e
posit
を
寵
潤
し
た
為

め
に

観
察
を
髄
つ
ね
例
を
参
考
の
為
め

一
二
奉
げ
て
児
や
う
｡

遠
藤
降
次
博
士
(
満
洲
の
地
質
及
錬
磨

昭
和
九
年

約
八
九
頁
及
節
六
五
間
)
が

Y
abeiies
ori
enta
lis
E
n
d
o

と
し
て
商
満
洲
の
所
謂
四
眠
舵
か
ら
報
骨
し
た
も
の
は
恰
も

SeP
tal
n
e
ck
が

c
hloiochoanitic
で
あ
る
か
の
如

-
図
示
n
れ
て
居
る
が
沸
し
て
然

-1
と
す
れ
ば
甚
だ
奇
異
な
現
象
と
絹
は
在
け
れ
ば
を
ら
夜

5'.
元
凍
N
a
u
iiloid
s

の

fu
n
n
el(=
Sep
tal
n
eck
)
は
例
外
を
-

m
o
n
och
oan
itic
で
あ
る
｡
即
ち

Septa
l
n
eck
は

apexの
方

へ
向

い
で
居
る
｡
之
に
反
し

A
m
m
on
oid
s
の
批
年
期
の

septal

neck
は
通
常

chtoiochoan
iti
c
即
ち

aperture
の

ガ
は
向

い
で
居
る
｡
遠
藤
氏
の
前
記
梯
品
は
若
し
其
図
示
が
正

し
け
れ
ば
寮
ろ

A
m
m
o
n
o
i
d
s
の

fu
n
ne
tと
板
似



の
性
賀
訂
有
す
る
と
鞘
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
総
て
A
m
m
onoid
s
と

N
autiloids
の
置
別
を
無
親
し
カ
事
は
な

る
｡
熟

し
恐
ら
-
遠
藤
氏
は
媒
隔
壁
を
隔
壁
と
見
報
っ
た
も
の
と
憩
は
れ
る

｡
予
等

が
遼
東
牛
島
金
州
北
方
の
大
塊

家
屯
倉
の
奥
陶
紀
石
衣
岩
中
か
ら
採
基
し
た
標
晶
(遠
藤
氏
の
棟
晶
と
同

山
種
と
;-3
は
る
J
も
の
)
を
見
る
と
､
提
隔

壁
は
恰
も

Siphuncul
a

T
S
e
g
m
ent
の
下
方
(a
p
e
x

の
方
向
)
か
ら
凍
て
隣
接
す
る
下
の

segm
ent
の
上
面
に
接

触
し

て後
'
上
の

segm
ent
は
接
禍
し
て

Septal
neck
む
属
す
や
う
に
見
え
る
が
､
よ
-
観
察
す
る
と
別
に
極
め

て
細

さ
異
正
の
隔
壁
が
有
っ
て
必
ら
ず

segm
ent
の
下
面
に
接
触
し
て

n
i.OnOChoan
itic

septal
neck
を
形
成
し

て
居
る
部
が
判
る

｡
此
種
の

siphuncte
は
著
し
-
屈
曲
し
て
居
る
の
で
平
面
的
な
縦
断
面
は
勤
し
で
斜
角
を
覆
す

部
分
で
は

septal
con
cavity
が
著

し
-
其
為
め
は
見
掛
け
上

sip
huncular
seg
m
ent
も
甚
だ
し
-
描
平
に

見

え
る
.
何
棟
隔
壁
が

se
g
m
e
n
t

の
殆
ど
中
央
部
側
面
に
接
鳩
す
る
の
は
本
種
ば
か
-
で
は
な

い
｡
南
満
洲
及
山
東

省
は
移
し
-
産
す
る

A
r
nJ7W
nOCeraS
ric
hthojTeni,
A
.ressleri
及
共
等
の
近
縁
種
に
於
で
は
極
め

て普
通
に
見

ら
れ
る
現
象
で
あ
る
｡
然
し
此
場
合
に
も
異
正
の
隔
壁
は
N
a
u
iiloid
s
で
あ
る
が
故
に
必
ら
ず
骨
に
m
o
nochoan
i.･

tic
fu
n
nelを
以
て
siph
inCu
ta
r

Seo｡
m

ent
に
接
し
〈
居
る

.

(注
意

1
p
予
等
が
本
論
文
に
於
で
siphunI

cular
se
gm
ent
或
は
革
に

s
egm
ent
と
謂
ふ
の
は

T
ro
e
d
sson
氏
等
の
如
-

con
n
e
ctin
g
sheath
即
ち

co
n
n
ectin
g
rin
g

の
意
塊
に
用
ゐ
な

い
で
､
sip
h
uncle
の

.i
節

'
即
ち
二
隔
壁
に
依
て
限
ら
れ
た
る

siphu
n
cte

の
部
分
を

1
取
位
と
し
て
謂
ふ
の
で
あ
る
｡
総
て

eL1ip
ochoani.tic
form

は
於
で
は
Sep
tatneck
と

COn
n
eCtin
g

Tin
g
に
よ
っ
て

一
個
の

se
g
m
en
t

は
構
成
さ
れ
る
rJ
と
に
な
る
｡

予
等
の
謂
ふ

siphu
ncI

J
t

ar
Seg
m
en
t
杖

G
rabau
氏
(1
92
2
)
が
提
唱
し
た
術
語

n
u
m
m
u
ius
に
該
常
す
る

｡
二
､

Septat
neck
は
隔
壁
の
内
鼎
の
折
れ

小
林
貞

一
棋
士
の
柄
朝
鮮
奥
剛
縦
軸
見
料
耶
光
に
封
す
る
批
判

孟

7

二
九



地

球

鈴

二
十
E
r懇

鋳
凹
班

三宝

三
〇

曲
っ
た
部
分
を
指
し
肖
y
a
tt
氏
(
18
8
3)
の
所
謂

funnet
に
該
昏
す
る
｡
叉

connectin
g
rin
g

は

Septat
neck

に
接
鵡
し
て

etlipochoanitic
form
s
の

siphuncu
la
r
w
a
t1
を
構
成
す
る
部
分
で
'
肖
yatt
氏
の
所
謂

conicat

pro
to
n
g･ation
或
は

in
t
erven
in
g
co
nnectin
g
w
a
tt
に
該
営
す
る
｡
T
ro
e
乱
sso
n
氏
(
1
92
9
)
は
此
者
に
封
し
前

越
の
如
-

connectin
g
segm
en
t
及

c
onnecting
sheath
と
科
し
て
居
る
)
.

他
の

一
例
は

G
.
撹
.
Gir
ty
氏

(U
.
S
.
G
e
ot.
S
u
rv
.
B
utt.
N
o
.
544,
19
)
5
,
P
.
2
2
7
.

P
l.
X

X
V

if,
Fig
s･

1-
6)
が

O
ktahom
a
の
石
炭
紀
暦
中
か
ら
記
戴
し
た

P
s

eu
d
o
rihoce
ras
kn
oxen
se
嵩
cch
esn
ey
で
あ
る
｡
此

者
は

To
f

angocer
a
s
toyam
ai
(E
n
d
o
)
と
欄
似
た
構
造
を
有
し
て
居

み
Sip
huncu
tar
segm
ent
は
刺
-
且
つ

珊
中
央
部
で
膨
れ
て
居
る
｡
然
る
に

G
irty
氏
の
所
謂

testac
eous
d
e
posit
が
赦
壁
側
に
附
ふ
て
敷
室
内
の
約
平

分
を
充
填
し
て
居
る
薦
め
は

p
s
e
,1
d
o
･sip
h
un
cu
ta
r
w
al
l
と
で
も
桐
す
べ

き
境
界
が
憩
室
の
略
中
央
を

斜
方
向
に

眉
宇
形
を
蓋

し
で
走
っ
て
居
る
｡
従

て
siphuncle
を
敏
-
頗
晶
で
は
此

p
seu
d
?
siphu
n
cu
taT
W
al
l
の
み
が

目
立
ち
英
名
め
は
甚
だ
太
-
且
つ
異
様
を
形
の
s
i

phun
cle
を
有
す
る
が
如
-
ほ
見
え
る
場
合
が
あ
る
｡
然
し
此

d
ep
o
sit

も
極
め
て
不
規
則
で
同

1
個
髄
内
で

も
或
部
分

に
は
金
魚

存
在
し

在

い
rJ
と
も
あ
る
｡

恰
も
莱

茄
の

C
y
r
to
choaniies
及

O
r
thockoan
iies
の
或
者
の
月
数
内
の
st
ereoplasm
と
同
様
の
不
規
則

等
聖

ホ
し
て
居
る
0

蹴
る
d
e
posit
の
境
鼎
が
如
何
は
特
異
の
形
態

を

不
n
う
と
も
構
造
上
の
要
素
で
覆

い
以
上
分
類
上
の
意
義
を
夜
n

ぬ
rJ
と
は
束
並
の

A
rm
enocerat
oids
及

O
r
thoceratoids
の
或
者
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
｡

既
に
述
べ
た
如
-

S
iereoplasm
ocer
a
s
の
基
型
種
は
明
か
に

A
r･nw
n
ocer
a
s
で
あ
る
か
ら
此
属
は
潜
熱
抹
消

さ
れ
ぬ
ば
怒
ら
を

い
.
又
斯
様

夜
C
yrtochoan
ite
と

T
of
angocer
as
と
む
典

に

Stereoptasmi
c
de
posit
の



存
在
す
る
鮎
で

1
つ
の
科
は
小
林
氏
は
満
っ
た
が
､T
oj
Ta
n
g
ocer
asの
基
聖
種
は
覗
我
の
知
識
で
は
C
y
rioch
o
ani叶e

J
Jす
べ

き
論
接
薄
弱
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
予
等
の
採
集
棟
HM
は
就

き
て
観
察
す
る
と

Cy
rtO
Ch
o
a
n
it
ic
孜
性
質

が離

め
ら
れ
な

い
か
ら
斯
-
性
質
の
典
つ
ね
も
の
を
同

.I
科
に

一
宿
す
る
乙
と
は
阻
塞
な

い
.

之
を
要
す
る
に

S
ter
e
o･

p
la
sm
ocer
a
iid
a
e
科
は
春
在
の
意
義
を
有
し
な

い
も
の
と
考
え
る
｡

-ヽノ

三

T
ofa･ngocer
a
･S
に
就
て

(
本
属
は

一
九
二
七
年
小
林
氏
が

T
.
p
a
u
ci
a
n
n
u
la
tu
m

粥
.
を
基
型
種
と
し

て創
設
し
た
も
の
で
あ
る
が
氏
の
記

載
を
見
る
と

S
ier
eop
ta
sm
o
cer
a
s
と
の
相
違
鮎
は
唯
穀
表
面
は
環
輪
有
る
乙
と
で
あ
る
と
謂
ふ
｡
然
る
に
基
型
種

は
樺
晶
が
良
好
で
在
-
て
恰
79
予
等
の
採
集
標
晶
中
の
二
三
の
如
-
二
次
的
K
殻
壁
が
隔
壁
か
ら
外
れ
カ
儀
の
形
で

化
石
化
し
た
塵
晶
と
憩
は
れ
る
｡
従
で
小
林
氏
は
数
表
面
に
環
輪
が
有
る
と
謂
ふ
が
恐
ら
-
異
正
の
堤
輪
が
有
る
の

で
は
夜
-
七
.
予
等
の
良
好
を
る
所
減
標
品
に
見
ら
れ
る
如
-
極
め
て
浅
-
且
つ
非
運
頂
的
ほ
し
y
不
規
則
在
る
凹

凸
が
数
表
面

に
春
在
す
る
の
で
あ
ら
う
｡
従
で
予
等
の
観
察
で
は
小
林
氏
の
T
of
ang
oce
rasp
a
u
cia
n
n
u
la
tu
m

阿
.

(J
a
p
,
J
ou
r.
G
e
o
t.
&

G
eo
g
r
.
.

V
o
t.
V
,
N
o
.
4
.
)
9
2
7
,
P
,
1
89
,
P
t.
X
X
,
a
g

6
)

は
同
氏
の
S
ier
eoplas･

m
ocer
a
s
iofa
n
g
o
en
s
e
阿
.
(Ib
i
d

.
V
o
t.
V
IZI.
N
o
･
3
,
19
3
1
,
P
,
1
7
2
,
P
t,
X
ZX
,
F
ig
s.
7
RIC)
と
は
同

山
種

で
あ
る
や
う
に
恩
は
れ
る
.

小
林
氏
の

Tofangoce
ras
の
定
義

(J
a
p
.
J
ou
r.
G
e
ot.
&

G
e
o
g
r
.,
V
ot.
V
,
N
o
.
4
,
1
9
2
7
.
P

.
)
∞
9
)
に

は
次
の
如
-
記
せ
る

も

:
O
Tth
o
c
e
r
a
c
o
n
e
a
n
n
u
tat
e
d

a
n
d
g
en
tty
ta
p
e
ri
n
g
.

A
n
n
uta
tio
n
s
p
a
ral
1et
to
se
p
i
a
.

C
r
o
s
s
･

小
林
貞

一
撰
士
の
南
朝
僻
地
帆
船
孤
見
知
研
究
に
封
す
る
批
判

毒

･il

三
】



地

球

望

遠

各

節
灼
肋

志

田

≡

section

ov
a
t
ely
c
i
r

cular･

S
ip
h
u
n
c
le

n
arrow

an
d
n
u
m
m
u
lo
id
al
･

eP
t

a

g
e
n
tly

co
n
ca

v
e.

s
te
r
eOPlasm
iT
reg
u
lar
ly
fi
11in
g
in
t
e
r
ior
of
th
e
sip
hun
cle
an
d

cam
erae,
e
S
p
e
C
ial
1y
o
f
t
h
e
ta
tte
r

in

w
hich
th
e
sePta
u
Su
al
1y
app
eaT
t
O

be
com
poun
d
.
"

此
墓

は
前
述
の
重

積
の
特
徴
と
<
2
警

ず
壌
ろ
後
学

る

K
og
en
o
cer
a
s
e
l特
徴
施

近

い
o

T
.
p
a
u
cia
n
.

n
u
la
tu
m

は
前
遇
の
加
-
慧

而
法

輪
-

慧

p
hu
n
c12
は

seg
m
en
芸

中
央
が
精
膨
れ

這
居
る
が
蓋

度

から則警
る
と

SePta1
n
e
ck

は
恐
ら
-

orthochoanitic
で
あ
っ
て

C
y
r
tockoan
ile

J
J
は
到
底
考

へ
ら
れ

な

い
｡
管

詫

林
氏
は
本
属
を

C
y
r
to
ck
oanite
と
恕

め
-

る
の
で
あ
る
か
ら
貢

蔑

属
目
姦

晋

ぬ
ば

在
ら
ぬ
｡
従
て
属
名
は
同

妄

る
も
右
の
如
-
定
義
を
婁
果
し
在
け
れ
ば
怒
ら
を

い
0

小
笠

の

T
･
irr
eg
u
la
re
K

(1oc･
c
it･
1927,
P
･1
90,
P
l･2
1
,

茸･
7
)

は
樺
-

-

完
要

sipbun
cle

某
明
で
あ
品

底
種
属
の
鑑
別
追

え
夜

い
と
浬

れ
る
0
又
T
･

sp
(1o
c･
cit･
1931,
P

1

1
7
3
,

P
t.
X
IX
.

ag･
4
)
と
し
品

讐

れ
雷

の
は
縫
嘉

が
甚
-

-
密
接
し
且
つ
蒜

-

か
窟

L
T

of
a
n
9
0

Cer
a
S

J
J
は

金
然
輿
る
も
の
で
あ
る
0

小

林

戊
が

今

E
"

･

hu
ron
iform
e
声

と
し
品

讐

れ
-

の
は
之
れ
又
蓋

型
種
と
は
藁

警

窟

質

芸

す

る
窯

で
慧

面
の
諾

基

し
-
且
つ
又

sePt
al

n
eC

k

は

cyrt
ocho
an
itic
で

s
ip
h
u
n
c
u
la
T
S
e
g･

m
ent
の
縦
断
面
の
形
状
が

H
u
r
oni-

如

-

典
の
-

で
あ
る
0
慧

線
の
数
は
項
輪
よ
-

多

い
0

此
者
は

pseu
d
es
k
im
oceras
g
en
･
n
ov･
(g
e
n
o
type
‥
cIJ
2

1o
c

eras
?

m
an
chu
r
ien
se
E
l
d
o
)
と
環
輪
の
性
質
が
似

て

居
る
が

siph
un
cula
r
segm
en
t
の
形
が

-

-
る
○

依
-

-

基
型
と
し
嘉

属

K
og
en
o｡er
a
芸

創
設
す



る
rJ
と

lほ
し
7trV
い
o

硝
前
観
凋
賊
の
種
属
表
中
T

ofangocera
s
に
屈
す
べ

dTJか
と
胤
は
る
J
者
を
列
記
す
れ
ば
次
の
如
-
で
あ
る
｡

Cqa P P⊂J3 守 淘

rT5 逮 ぐ■ヽ
亡+9 SB (ら aa

､づく■t PTJa Siくらa一..1eb(らaQ ヨ ー1監
O (ら 苫～､弓Sz ､うp.? ~辞Co雫.

CqELF.苫 tp.戸 ～Fl千;).声 函
栄一日 A

○ゝ.CB(､ 粥 .ーヽ
舛 と.

P F : ノ*

EaP l LT1局 ltU ､ヽ_ノ

liz rj 門 ia *EIL料

●へ⊃◆⊂-a 'べ〉

CQ｢ゴぐゝS くb亡一. tqO

rヽ)tヽ中一くヽ ?(ら六 一 n亡もヾ

栄うくeSaで1､ FJ▲C3まQ e-tヽoCね

- 執甑き 育 Lp

′~■･､ ヽー ローコ.

此
新
訂
正
名
僻
は
若
干
前
鉱
の
表
は
記
載
せ
る
も
の
と
は
鼻
吏
し
た
か
ら
注
意

さ
れ
た

い
｡

之
等
朝
鮮
産
の
者
は
い
づ
れ
も
商
満
洲
産
の

T
ofangoceras
と
は
内
部
構
造
及
殻
表
面
が
稀
異

っ
て
居
る
や
う

に
瓜
は
れ
る
か
ら
厳
密
は
同
定
す
る
rJ
と
は
庸
撲
ru.れ
る

｡
荷
産
出
す
る
暦
準
も
南
溝
洲
の
者
よ
-1
下
位
と
考

へ
ら

れ
る
｡

EiiZ]
十二

S
actocer
as,
O
rm
ocer
a
s
及

A
rm
en
o
cer
a
s
に
就
て

【l
Hr此

三
鷹
の
匿

別
に
闘
し
て
は
従
嫌
の
研
究
者
は
い
づ
れ
79
確
乎
た
る
基
準
を
有
し
な
か
つ
ね
と
謂
は
ざ
る
を
稗
覆

い
｡
故
に
此
横
倉
は
之
等
三
鷹

の
基
型
種
は
放

て各
々
の
特
性
を
吟
映
し
分
布
基
準
の

一
方
針
を
新
に
示
し
て
寵
-

の
も
無
意
義
で
は
あ
る
ま

5,
と
信
ず
る
｡

S

a
ctocer
a
s
は

一
八
八
三
年

O
r
t
hocera
s
rich
ter
i
B
a
r
rande
を
基
型
種
と
し
て

H
y
a
tt
氏
へP
roc.
B
o
ston

小
林
貞

1
壌
土
の
籾
朝
鮮
塊
例
紀
城
見
朔
研
牝
に
封
す
る
批
判

二

芸

≡
ニ



地

球

節
二
十
四
谷

筋
鞘
批

義

邦

三
叫

s
o
c.
N
a
t.
H
ist.､
Vo

t
.

X
X

iI.
P

.

2
7
3

)

の
創
設
し
た
属
で
あ
る
が
､

其
後

1.
九
〇
〇
年
初
版
の

Z
it
te
i
･

E
a
sim
a
n
:
T
ex

t

B

o
o
k
o
f
P
al
ae
o

n
to
l
o
g
y
.
V
ot.
),
P
.
5
2
∞
で
は

開
y
a.tt
氏
自
身
本
属
を
L
o
x
ocera
s
n
r
Co
y

と
同
じ
も
の
と
考
え
た
｡

其
後

F
o
erste
氏
(D
e
n
is
D
n
U
n
iv,
B
u
ll･
V
o
l･
X
X
2
1
9
2
4
,
P
P
･
2
2
6
,
2
2
7

は

H
y
a
tt

氏
の
着
の
如

き
同
定
は
髄

わ
で
あ
る
事
を
指
摘
し
､

改
め
て

S
a
cto
cpJ
raS
(genOty
P
e
‥
9

th
o
cer
as
richieri

B
a
rr.)
と

L
o
x
o
c
eL
a
s
(g
e
n
o
ty
p
e
‥
L
ox
ocer
a
s
d
ista
n
s
室

C
o
y
)
と
を
各
狗
立
鷹
と
し
て
分
離
し
カ
の
で
あ

る
｡
現
今
斯
学
者
間
に
行
は
れ
で
居
る
の
は
此

F
o
erste
氏
の
見
離
で
あ
る
｡
同
氏
の
拳
げ
カ

S
a
ciocer
a
s
の
特
徴

を
次
に
記
し
て
程
か
う
｡

"
O
r
th
o
ce
ra
c
o
n
e
s

wi
th

re
tative
ty

s
m

aE
s
i
p
h
u

n
cle
s
.
t

h
e

s
e
g
m

ents
o
f
t,h
e
l

a
tter

n
e
a
r
ly

sp
h
e
ri
C
al

or

s
h
g
h
tly

e
lon
g
a
te
d
.

S
e
p
tal

n
e
ck

s
h
o
rt.

e
n
V
etOP
e
d

on
t

h

e

in
teri
o
r
o
f

t
h
e

s
ip
h
u
n
cte
b
y
Lu
n
a
te
c
al
c
a
reo
u
s
d
ep
os
it
s.
w

h
ich
e
n
ta
rg
e
a
s
in

o
th
e
r
A
c
tin
o
ce
roid
s
.

S
u
t
u
r
e
s

o
f

t

h
e
s
e
p
i
a
d

i
r

e
ctly
t
r

a
n
sv
er
s
e
."

触
る
に
此
記
載
申
訂
正
を
裏
す
る
瓢
が
あ
る
｡
即
ち

B
a
rra
n
d
e
氏
の
原
記
載

(S
y
st･
S
it･
B
o
h
em
e,
V
ot･
II,

P
t.Zir,
)
8
74
.
P
.
57
0
,
P
Is
1
3
1
8
,
3
4
9
)
に
就
て
見
る
と
此
基
型
種
の
s
i
p

h
u
n
c
te
は
比
較
的
細
-
且
つ
s
e
g
m
en
t

の
形
は
略
固
形
の
も
の
か
ら
高
n
五

先
､
幅
六
粍
位
迄
で
あ
っ
て
F
o
erste
氏
記
載
の
如
-
に
s
e
g
m

ent
の
高
さ
が

幅
に
優
る
罫
賓
は
全
然
私
め
ら
れ
な

い
の
で
あ
る
｡
斯
る
翫
私
の
原
因
は
恐
ら
-
此
者
の

s
e
g
m
e
n
t

の
側
両
輪
廓

が
完
全
在
る
囲
妹
か
こ
不
さ
ず
し
て
事
ろ

E
lr
od
o
cer
a
s
の
其
れ
に
珊
近
さ
偏
平
妹
を
加

へ
カ

g
e
n
tly
c
o
n
v
e
x
を
量

せ
る
痛
め
.
中
心
を
外
れ
吾
縦
断
面
で
は
s
e
g
-
en
t
の
形
が
高
ru
に
於

で優
っ
た

eton
g

ated
f
or
m

を
量
す
る
危



有
㌣

ぅ名
吟

｣
J
築
きへく

O

O
rm

ocera
s

悪
い
<
777<

音
S
tok

es
ぢ

竃
O
r
m
ocer

a
s
ba
lu/jield

i
S
.
如
補

訂
撃

J
JJ

tJ
壱
…継

J
双
頭

㌣
輔

車

A
ctin

ocera
s
(S.

1.)
合

間
圏

刈
J

tJ
露

兎
心
忌

tJ
常

夫
79

昏
㌣

適
時
0

0
r仇

OCera
S

如
賓

羽
J

粟
嘩

J
J塔

轟
と
露

愛
東
昏
曇

F
oerste

ぢ
(C
on

tr.
M
u
s.

G
eol.

U
n
iv
.
M
ich

ig
an

,
γ
ol.

ⅠⅠ,
19
24,

N
o.

3
,
P
.
6
2
)

早
成

吟
0

匹
撃
と

峯
吋
J
J

"
T
h
e

ty
p
e

of
th
e

g
en
u
s

O
rm

ocera
s

is
O
rm

ocera
s

ba
ujieldi

S
tok

es,
a
sp
ecies

u
su
al
ly

refeTred
to

A
c
fin

oce
r
a
s
.

さ

T
h
is

sp
ecies

is
ch

aracteri
zed

b
y

th
e

m
od

erate
w
idth

of
th
e

seg
m
en
ts

of
th
e

sip
h
u
n
cle

a
s
com

p
aTed

wi
th

th
eir

len
g
th
,
th
e
ratio

b
ein

g
ab

ou
t
ll

to
7
.

T
h
e
in
v
olu

tion
of

th
e
w
ails

of
th
e
sip

h
u
n
cle

at
th
e
septal

n
eck

s
b
etw

een
th
e
su
ccessiv

e
seg

m
en
ts

is
v
ery

n
ar140W

in
a

v
ertical

direction
,
eq
u
allin

g
less

th
an

h
alf

a
mi

llim
eter

in
m
ost

sp
ecim

en
s.

T
h
e
sip

h
u
n
cle

is
less

eccen
tri

c
in

p
osition

th
an

in
m
an

y
sp
ecies

of
A
clin

ocera
s‥

.‥
‥
‥
._

T
h
e
d
ep
osits

wi
th
in

th
e
cam

era
e
ap

p
aren

tly
p
rod

u
ce

th
e

ap
p
earan

ce
of

p
seu

d
o-sep

ta,
a

n
ot

u
n
com

m
on

featu
re

in
A
ctin

oceroid
s.‥

...‥
...

O
r抑
W
Cera

S
ba
ujleld

i,
th
e
g
en

oty
p
e,

p
ossesses

sh
ort,

b
u
t
d
istin

ct
sep

tal
n
eck

s.
"

F
oerste

ピ
(19

24,
loc.

cit.)
昏
蛋
婁

空
室
宝
短

O
rm

ocer
a
s
e
補
訂

壁
9

ty
p
e
sp
ecim

en
(宣

諜
BE憲

…奮

敵
襲

奪
窒

茸
賀

)
±
藁

葺
増

叫
く
責

′
宣

伸
消
費
p
tap

erin
g

曇
華
烹

ソ
褒

ヤシ
逓
q

sip
h
u
n
cle

曇
cen

tral
宍

モ
幸
項
1
番

ii
St悪

書
童
萄

量
宗

冨
竣
義
遠
賀

と
窺

iF'白
岩
冨

11鞘
川
端



地

球

節

二
十
関
谷

餌

四

舵

二宍

三
六

至

subcentral
に
位
置
し
て
屠
る

｡si
phuncul
a
r
se
g
m
en
t
は
幅

三

種
二

向
さ
七
粍
､
隔
壁
の
凹
度
は

s
eg
･

m

ent
の
高
n
乃
至
之
よ
-
も
少
し
-
優
る
程
度
で
あ
る
と
謂
ふ
.

今
之
を

B
a
yra
n
d
e

氏
の
原
記
載
は
就
て

S
a
cto
cer
a
s

の
義
塾
報
と
比
較
す
る
と

き
は
､

次
表
に
示
す
如
-

S
a
ctocer
asの
基
型
堀
に
此
し
て

O
rm
ocera
s
の
造
型
種
は
s
ip
h
u
n
cte
太
-
且
つ
seg
m
en
t
の
高
n
大
在
る
薦
め

隔

壁

の

間

隔

も

大

で

あ

る

｡

荷
前
淡
掲
載
の
種
屈
表
中

S
a
c
toceras
及

Orm
oceras
と
し

て秘
め
て
置

い
た
者
の
中
'
更
に
厳
密
な
る
見
地

か
ら
種
属
の
訂
正
を
必
要
と
す
る
者
は
次
の
五
種
で
あ
る
｡
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*-
表
中
E
は
敵
地
の
種
儀
表
は
放
て
は

S
actocerask
oba
yashii
E
月
d
o

に
此
赦
し
た
も
の
で
あ
る
が
遠
藤
氏

の
原
擦
晶
と
同
様
は

S
a
ctocer
aS
と
L
tJ
は

s
ip首
n
cle

及
隔壁
間
隔
が
大
に
過
ぎ
い
づ
ヰl
も

D
eir
ocer
as
に

此
校
す
る
方
が
鼻
骨
で
あ
る
｡
刷
は

S
acîOcer
a
s
P
sp
･
と
訟
め
た
も
の
で
あ
る
が
之
れ
又

sip
h
un
cte
太
-
且
つ

segm
e
n
t
の
形
状
は
審
ろ
石
衣
の
如
-
D
eir
oceras
に
此
絞
す
べ
き
も
の
で
あ
る
｡
制
は
之
は
反
し

sip
hun
cle
知

-

O
r
m
ocer
a
s
と
は
諌

め難

い

｡
欽
…し
標
目抑
不
完
全
な
る
を
以
て
種
属
快
走
困
難
在
る
故
に
右
変
の
如
-
訂

正
し

た
の
で
あ
る
｡
然
し
以
上
五
種
は
い
づ
れ
79
棲
晶
の
償
春
不
完
各
で
属
の
特
徴
を
充
分
に
示
す
ほ
足
ら
老

い
?

P
eirocer
a
s
は
鞘

yatt
氏

(toe.
cit.
)8
8
3.
P
.
273
)
が

O
rth
oceras
p
y
th
on

B
itlirLg
S
(G
eo
l.
S
u
rv

.

Cana

d

a,
R

ep･
P
rogress
for
18
5
3
-
56,
p
ubtish
ed
in
t8
57,
P
.
335
)
を
基
型
と
し
て

A
ctin
ocer
a
5
.の

一
缶
属
せ
し
て
創
設
し
た
も
の
で
あ
る
が
H
y
a
tt
氏
の
脱
記
載
に
依
れ
ば

se
Dq
m
entが
globu
tar
form
で
隔
壁

間
隔
が

A
ciin
oceras
に
此
し
て
優
-
叉

A
ciin
ocer
a
s
及
H
u
r
on
ia

の
中
間
型
の
者
た
る
こ
と
を

不
す
以
外
は
明

瞭
で
夜
-
､属
の
記
載
と
し
て
は
不
充
分
を
も
の
で
あ
っ
た
｡
本
属
を
狗
立
鷹
と
認
め
た
の
は

一
九
三
〇
年

F
oerste

氏

(D
enison
U
n
iv･

B
u
tt･
V
o
t･
X
X
V
)
P
･
292)
で
同
氏
は
前
記
基
型
種
に
就
き
禰
詳
細
在
る
観
察
を
行
っ
て

屠
る
｡
F
oer
ste
氏
の
記
載
に
依
る
と
此
者
は
比
較
的
太

さ
Sip
h
u
n
cle
を
有
し
共

.se
g
m

ent
は
恰
も
卵
を
碇
に
列

ぬ
た
如
-
総
て

se
g
m
ent
の
敢
79
帽
旗
F
J部
分
は
中
央
よ
カ
珊
上
は
僅
し
､
又
該

sip
h
un
cte
は

eccentri
C
に

位
置
す
る
事
等
が
叔
7P
著
し
い
特
徴
と
寵
め
ら
れ
る
｡

予
等
の
観
察
で
は
D
eiroceras
は

sip
hun
cle
の
太
さ
が

O
r
m
ocer
as
は
近

い
が
之
と
は

se
g
m
en
t
の
形
が
轟

然
興
る
｡
又

D
eir
o
ceraS
の

se
DTm
ent
の
側
両
が
屈
ね
-
膨
れ
て
居
る
瓢
は
相

S
actocer
a
s
に
近

い
が
前
者
は

小
林
出

t,
松
ij
の
描
湖
那
塊
陶
縦
軸
見
知
桝
能
に
封
す
る
批
判

孟

九

三
七



地

球

解
二
十
四
金

節
凹
舵

菜
〇

三
八

後
者
よ
カ
も
Sip
h
u
n
cle
が
温
か
は
太
-
又
se
g
m
en
t
の
形
も
前
者
は
於

では
寧
ろ
卵
を
縦
ほ
っ
覆

い
だ
様
な
形
を

示
す
鮎
等
で
之
と
も
明
か
に
匿
別
rb
れ
る
｡
叉
D
eir
o
ceras
の
segm
en
tal
n
eck
(之
は

sip
h
u
n
cte
の
-
ぴ
れ

即
ち

segm
ents
相
互
間
の
-
び
れ
に
封
し
て
予
等
の
提
唱
す
る
術
語
で
あ
る
｡
之
は
従
凍

in
v
olution
of
gil

p
h
un
cular
w
al
l
或
は

p
a
ssa
g
e
o
f
sip
hu
n
cle
或
は

con
traction
o
f
sip
h
u
n
cle
等
と
呼
ば
れ
る
部
分
で
あ

る
)
は
寧
ろ

A
ciin
ocera
S
(fig
.
1参
照
)
の
如
-
顔
-
従
t
sePtal
n
eCk
も
長
-
且
つ
経
か
夜
角
皮
で
曲
っ
て

居
る
が
'
之
に
反
L

S
a
ctoceras
も

9
im
OCeraS
も
共
に

seg
m
entai
n
eck
は
狭
-
従
で

Septal
n
eck
も

喪
-
且
つ
急
角
度
で
曲
っ
て
居
る
｡
但
し
A
rm
en
ocera
s
の
如
-

Septat
n
eck
の
b
rim
が

septum
と
密
着
し

て
居
な

い
｡
斯
-
の
如
-

S
aiocera
s
及

O
rm
oceras
等
の

Septa
t
n
eck
は

A
ciin
ocera
s
と

A
rm
en
ocer
a
s

の
中
間
型
と
も
兄
ら
る
ゝ
特
典
の
性
質
を
有
す
る
が
故
に
之
等
と
匪
別
し
て
特
に
o
rm
ocerato
id
septal
n
eck
と

予
等
は
種
し
た
5,｡
此
の
特
典
在
る
Sep
tat
n
eCk
の
7
型
を
識
別
す
る
事
は
よ
っ
て
分
瓶
の
基
準
が

<l
暦
明
瞭
と

在
る
か
ら
で
あ
る
｡

A
rm
en
ocer
a
s
は

F
o
erste
氏

(C
o
ntr.
M
u
g.
G
eot.
U
n
iv
.
M
ic
hig

an
,
V
ot.
Ii､
1924
,

N
o.3.
P
.
32)

が

A
ciin
oceras
hea
rsii
P
a
rk
s
を
基
型
種
と
し
て

A
c
tin
ocer
as
の
並
属
と
し
て
創
設
し
翌
年

更
は
掬
立
属
と

し
て
分
離
し
た
も
の
で
あ
る
｡
F
oerste
氏
は
従
凍

1
敗
に

A
ctin
o.cer
as
(S･l･)
と
呼
ば
れ
て
居
た
も
の
ゝ
中
か
ら

次
の
如
F
u性
肇
を
有
す
る
も
の
を
初
め
に
亜
鷹

A
rm
en
ocer
a
s
と
し
て
分
離
し
た
の
で
あ
る
.

:
‥
‥
se
ptal
n
eck
s
ar
e
p
ract
ic
ally
ob
sotete.
Th
e
septa
are
in
con
tact
wi
th
th
e
tow
er
sid
e

o
f
th
e
se
gm
en
ts
o
f
th
e
sip
hu
n
cle
ab
ov
ev
a
n

d

fo
rm

a
n

acu
te
an
g
te
w
ith
th
e
seoqm
en
ts



b
en

eath
F
req

u
en
tly

th
e
sep

ta
are

in
con

tact
w
ith

tile
in
n
er

m
argi

n
s

of
th
e

seg
m
en
ts

b
e王ow

.〟

韓
肇

T
roed

sson
ぢ

(19
29

)79
東

園
か

寮
瑠
嘩

JJ轟
愛
東
策

'
A
rm

En
OCera

S
J
J
A
ctin

ocera
s
e
祖

宗
加

1

趣
等

窒
iLJt-6心

J
愛
史
e
望

T
eich

ert
ぢ

(P
al
aeon

tog
rap

h
ica.

B
d
.
L
X
X
V
III,

A
b
t.

A
,

L
ief.

4
-
6
,

19
3
3,

P
.
118

)
㌣

感
吟
○
匡
撃
ti撃

忌
短

A
r
m
en
ocer

a
s
望

"
S
ip
h
on

aldtite
seh

r
ku

rz,
K
Tem

P
e

g
eW

6n
lich

b
reit

"
早

成
bQ

51
-Lg

J
A
ctin

ocer
a
s
思
索

V
i-坐

"
S
ip
h
on

ald
dte

lan
g
,
E
rem

p
e
m
eist

k
u
rz

"
早

成
吋

4
)

幣
ぺ

○
蛍

Li
b
reit

JU
幣
心
tQ
吏

lan
g

J
J萱

匡
肇

貨
と

窒
琶

J
V

喪
吋
e
P

適
時

○
叢

J
T
eich

er噌
昏
東

9
褒
冨

㌣
悪

罵
恕

摂
金

と
A
rm

en
ocera

s
e
安

泰
か
脂
J

tJ
出
里村

5,
品
ALL

富
合

毒
-
簿
ぐ
V
堪
れ
粟

5'O
署

p
A
r
m
en

o-

cerα
S

(F
ig
.
各
嚇
警
)

を
seg

m
en

tal
n
eck

曇
憲
-
壁
-

seg
m
en
ts

e
匿

Li
<
-
頭
七
㌢
些

-
I
sep

tum
J
J

seg
m
en

t
J
J
e

豊
富

蓉
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±
E
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山
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n
eck

i,S～県
-
'

Ej
ぐ
蟹

埋
れ
輯

b
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b
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p
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鱒
二
十
四
番

解
的
幼

]T生

田

O

ce
r
q
s
に
於
で
は

｡
.b
sotete
"

で
あ
る
と
謂
ふ
た
が
其
後
の

T

eichert
氏
と
の
共
著
(1
9
3
0
)

及
T
ro
ed
BSO
n
氏
(
)
9
2
6
-

2
9
)

等
の
圃
榊
す
る
所
を
見
る
と
.

骨
で

F
o
erste
氏
が

ob
sotete

と
謂
お
の
は

brim
が

se
p
tu
m

に
密
着
せ
る
薦
め

1
見

sep
･

ta
l

n
eck
無
さ
が
如
-
ほ
見
え
カ
の
で
あ
ら
う
と
想
像
n
れ
名

前
蓮
の
如
-

O
rln
OCer
a
S
と

A
rm
en
ocer
a
s
と
は

Sep
ta
l

n
e
c
k
の
b
ri
m

の
性
質
に
よ
っ
て
置
別
n
れ
る
が
更
に
其
他
の

鮎
に
就
て
所
属
を
此
較
し
て
見
る
と
t
O
r
m
oce
ras
の
基
型
積

0
･
ba
uB
eld
i
S
tok
es
の

sip
h
u
n
cu
ta
r
segm
e
n
t
の
幅
と
高

n
の
此
は

1
1
‥7
で
あ
与
t
A
r
m
e
noceras
の
基
型
種

A
ct.

hearsii
P
ark
s

に
於
で
は

1
)
:
2
,7

で
あ
る
｡
即
ち
後
者

に
あ
わ
で
は

seg
m

ent
が
偏
光

い
が
前
者
は
あ
ら
で
は
飴
程

団
塊
を
帯
び
て
居
る

｡又
前
者
の

sip
h
u
n
c
te

は

cen
tral

乃

至

sTlb
c
en音
al

,P
あ
る
は
対
し
後
者
の
其
れ
は
殆
ど
大
牢
が

e
c
c
e
n
tri
C
乃
至

su
b
m
a

rgi
n
a
t
で
あ
る
｡
然

し
些

一性
質
が

両
基
型
席
の
中
間
葦
皮
の
79
の
ほ
な
る
と

い
づ
れ
の
属
に
包
含

せ
L

U
べ
き
や
は
如
上
の
置
別
鮎
だ
け
で
は
困
難
と
在
っ
て
く



る
｡
従
氷
雨
属

の
限
鼻
が
頗

格
別
暁
を
勧

い
ね
の
は
右
の
却
欄
は
基
因
す
る
と
憩
は
れ
る
｡

此
に
於
で
予
等
は
此
雨
風
を
匿
別
す
る
特
徴
と
し
て

segm
ent
の
幅
と
高

ruの
此
及

sip
h
u
n
cte
の
位
置
以
外

に
､
新
は
次
の
二
項
を
加

へ
や
う
と
瓜
ふ
｡

印

s
i
p
h

u
n
cu
tar

seg
m
ent
の
下
面
に
封
す

る

Septu
m
の
按
胸
部
分

(a
r
eao
f
a
d
n
a
tio
n
)
は

O
rm
oceras

に
於
て
は
類

い
が

A
rm
en
ocer
a
s
に
於
Y
瓜
長

い
.

㈲

既
に
述
べ
た
如
-

septal
n
eck
の

b
ri
m

が

C
h
･m
o･

ceras
に
於
で
は
s
eP
tu
m
と
離
れ
て
居
て
周
隙
が
存
す
る
が
(
A

ctinoceratoid
s
程
旗
-
な

い
)
A
rm
en
ocer
a
s
に

於
で
は

b
rim

と

SeP
tu
m

と
密
着
し
間
際
が
誰
め
難

5'
.
以
上
四
鮎
に
注
意
す
る
と

き
は
従
来
の
如

き
闇
難
を
戚

ぜ
ず
し
て
両
屈
む
識
別
し
視
る
と
恩
ふ
｡

F
oerste
氏

(D
en
ison
U
n
iv
.
B
u
tt.､
V
oL
XX
ZIr.
L928.
P
.2
2
0
)

は

J
.
fra
lt
氏
(P
al
.
o
f
N
ew
Y
o
rk
.

)
$
5
2
)
の
研
究
を
訂
正
す
る
に
替

わ

=
C
o
n
secutiv
e
seg
m
ents
m
eet
a
t
an
acute
an
g
te,
th
er
e
bein
g
n
o

in
t
erv
en
in
g
sho
rt
se
p
tal

n
eck
s.
as
in
ty
p
ic
al
O
rm
oceJ･a
s."

な
る

一
瓢
で

O
rm
oceras
ver
tebr
a
lu
m

拭
al
i
.の
所
属
を

A
rm
en
oceras
に
婁
吏
し
た
｡
熟
し
予
等

の
見
離
で

は
此
特
徴

こ
そ
は
却
て

O
rm
ocer
a
s
な
る
罫
を
驚
す
る
所
以
で
あ
る
.

O
rm
ocer
a
s
v
er
tebr
a
iu
m

軒
.
の

Septa
l
n
eck
は
短
か

い
か
ら
肉
眼
的
に
は
恰
も
無

い
様
に
見
え
る
の
で
あ

る
｡
而
し
て
此
者
の

seg
m
ent
に
封
す
る
隔
壁
の
接
鴨
部
分

(a
T
eaOf
ad

nation)
は
極
め
て
知
か
-
且
つ

s
eg
･

m
ept
の
幅
と
高

ruの
此
は

Ch
.m
10
Cer
aS
の
基
型
と
殆
ど
置
別
す
る
事
が
Ⅲ
凍
な

い
｡
叉

siph
n
cte
の
位
置

も

小
林
貞

JL
喫
士
の
縮
朝
鮮
塊
剛
紀
鈍
足
軸
桝
舵
に
判
す
る
批
判

天

lユ

四

1



地

球

沸
二
十
四
海

鮮
E
r幼

天

国

四
二

c
en
tra
l
乃
至

s
Zig
h
tty

eccentric
で
あ
る
と
謂
ふ
｡
se
g
m
e
n
t
の
側
面
の
膨
れ
方
が
稽
優
っ
て
居
る
と
温
は
れ

る
以
外
に
は

Orm
o
cer
a
s

の
基
型
種
と
の
区
別
が
困
難
で
あ
る
｡

荷
小
林
氏
の
今
回
の
論
文
で
は
A

c
i
i

n
o
cer
a
s
su
a
n
p
a
n
o
i
d
e
s

G

r
a
b
a
u

及

A
ct.f

a
n
i

G

r

a
b
a
t1

敬
い
づ
れ

も

O
r
m
o
cer
a
s
と
し
て
扱
っ
て
居
る
｡
着
の
中
､
前
者
は

Orm
ocer
a
s
と
し
て
は
隔
壁
の

s
e
g
m
en
t
は
封
す
る

按
傭
部
分
が
敢
大
を
る
も
の
セ

あ
る
.
後
者
は
既
に
前
記
の
按
傭
部
分
が
精
長
-
且
っ
s
eg
m
e
n
t
の
捕
虜
-

b
rim

も
閉
ぢ
て
居
る
か
ら

A
rfnen

oceras
iani
(GrabatI)
と
し
て
取
扱
ふ
べ

き
で
あ
ら
う
｡
(
注
意
､
小
林
氏
も
遠
藤

氏
79
0
･
sua
n

p
a
n
o
id
es

(G
･)
の
種
名
を
常
に

su
a
m
p
a
n
o
id
es
と
報
記
し
て
居
る
)

Eii?
十
三

K
och
ocer
a
s
は
就
て

(
K

o
ch
o
cer
a
s
は

T
ro
e
d
sso
n
氏

(賀
e
d
d
I.
o
m

G
r
o
n
t
and.B
d
.
L

X

X

I
,

1
9
29

,

P
.
6
5
)
が

K

cu
n
eif
or
m
e

T
･
恕
基
聖
積
と
し
て
創
設
し
た
属
で
同
氏
の
記
載
を
見
る
と
本
属
に
就

て次
の
如
-
謂
ふ
て
居
る
｡

"

B
r
evi
co
n
ic
or
ra
re
ty
lo
n
g
ico
n
ic
o
Tth
o
c
e
ra
co
ne
s
wi
th
a
a
tte
n
e
d
v
en
t
r
a
l
si骨

a
n
d
a
c
tin
o
c
e
ro
id

sip
h
u
ncle
.

T
h
e
ta
tte
r
is
ia
rg
e
.
al
m
o
st
m
tin
g
u
p
th
e

a
p
ical

p
o
r
t
i
o
n

o
f

th
e

c
o
n
ch.
a

n
d
is

t
ig
h
tty
p
Te
S
S
e
d
a
g
ai
n
st
t

h
e
v
en
tra
l
sid
e
o
f
th
e
c
o
n
c
h
u
n
til
B
a
tte
n
in
g
a
n
d
c
on
出
u
e
n
c
e
o
f
th
e

a
n
n
u
ta
tio
n
s
.
.
二
..
.
.
..
.

V
en
tr
a
l
sid
e
o
f
th
e
sip
h
u
n
cle
‥
T

h
e
s
ep
ta
t

n
e
ck
s
a
re
e
sp
e
cial
ly

s
h
o
rt

o
n

th
e
B
a
tt
ened

sid
e
o
f
th
e
sip
h
u
n
cte
.

I)o
T
S
al

sid
e
o
f
th
e
sip
h
u
n
cte
‥
T

h

e
se
p
tal

n
e
ck
s
a
re
al
w
ays
o
f
th
e
A
ctin
o
ce
rasty
p
e
.
.
‥
..
.



T
h
e
m
ost
ch
ar
a
cte
r
t-s
tl.C
f
eatures
of
K
och
ocer
as
are
th
e
flatten
ed
v
en
tral

sid
e,
a

n
d

th
e

tig
h
t
ly

de

pr
e
s
sed

v
en
tTa
l
an
n
u
ta
t
ion
s.

即
ち

si

p
h
u
n
cte
は
著
し
-
太
-
し
て
腹
側

の
穀
壁
に
接
し
て
居
る
｡
数

の
腹
側
表
面
は
著
し
-
儲
卒
で
あ
る
か

ら
数
の
横
断
面
は
恰
も
鋸
餅
の
純
断
面
の
様
な
特
異
な
柏
園
に
近

い
形
を
豊
し
て
居

る
｡

sip
hun
cle
の
背
側
に
放

け
る

septal
n
eck
は

A
ctin
ocer
a
S
型
で
あ
る
.
然

る
に
腹
側
に
在
る

Sep
ta
l
n
e
ck
は
短
-
其

b
ri
m

が

sep
tum

は
密
着
せ
ず
精
側
形
に
近

さ
小
間
隙
を
作

少
部
で

b
rim

に
按
甫
す
る

conn
ectin
g
ri
n
g
の
上
端
附
近

が
著
し
-

sep
tum

に
接
近
し
て
恰
も

P

a

rarm
en
ocera
s
の
如

き

Seg
m
en
tal

n
eCk
を
量
し

て居
る
が
t

seg
m
ent
の
下
面
に
封
す
る

Sept
um

の
接
触
部
分
の
長

い
勘
が

P

a

rarm
en
ocer
a
s
と
基

づ
y
居

る
｡

小
林
氏
が
銅
店
の
斗
圃
峰
暦
か
ら

K
och
oce
r
a
s

?

y
ok
u
sen
en
se
阿
.
と
し
て
記
載
し

た
79
の
は
着

の
如
き

K
ochocer
a
s
の
特
徴
を

1
つ
も
具
備
し
て
居
ら
覆

い
で
潮
で
予
等
が
甫
満
洲
本
演
湖
か
ら
探
韮
し
た
A
r
m
enoceras

subm
arg
in
a
le
(G

rabat1)
と
直
別
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
.
後
者
は
s
e
g
m

ent
の
腹
側
が

K
ocho
cer
a
s
の
如

-
昂
卒
を
夜

ruず
腹
背
瓦
に
封
栴
的
で
あ
る
.
且
つ
数
の
横
断
面
が

K
och
ocer
a
s
の
如

き
特
異
の
形
状
堅

不
苫
ず

腺
側
桁
昂
卒
在
る
場
合
で
も
構
断
面
金
鰭
と
L
t
j
は
固
形
に
近

い
形
状
を

不
し
て
居
る
｡
叉

sep
tal
n
eck
の
性
質

も

K
och
oceras
と
は
全
然
異

-
A
T
m
en
OCeTatOid
で
あ
る
｡

Eid
苗

M
ar
u

yam
a
cer
a
s
は
就
て

iZq

本
属
は

一
九
三

一
年
小
林
氏
(
朝
鮮
地
質
調
査
委
報

第
十

一
巻

ノ

一
､
五
三
賞
)
が

M
.
sh
im
a
m
u
r
a
i
K

を

基
型
種
と
し
て
創
設
し
た
属
で
あ
る
が
其
基
型
は
不
完
金
在
る

si
ph
uncle
の
断
片
で
あ
る
か
ら
他
種
と
の
識

別
が

小
林
貞

一
掛
ij
の
南
朝
肺
炎
的
紅
弧
足
知
研
究
に
封
す
る
批
判

7
7忠

相
三



地

球

第
二
十
四
怨

節
閉
約

二
八六

川
凹

明
瞭
で
な

5,｡
小
林
氏
は
此
者
を

T
roed
sson
氏

(toe.
cit.
P
.
77)
の
創
設
し
ね

C
alhou
n
oceras
に
此
赦
し

sip
hun
cte
内
は
放
け
る

"
v
ertica
〓
am
eltae
of

cal
ca
r

eous
m
atte
r
"

の
存
在
を
韮
整
備
し
て
居
る
が
之
は

分
類
上
の
基
準
と
在
る
蔵
夜
重
要
物
質
で
は
覆

い
｡
例

へ
ば

T
ro
e
d
sso
n
氏
の

C
alhou
n
ocer
a
s
の

7
圃
解

(1o
c,

cit.
P
t.
4
5.
F
ig
.
5
)

を

見
る
と
斯
る
物
質
が
布
衣
す
る
が
他
の
頗
晶

(1oc.
cit.
P
i.4
6
,
F
ig
.
4
)
で
は
斯
る
物
栗

は
見
え
な

い
で
却
て
A
ctin
ocer
a
s
及
A
m
ie,n
bcer
a
s
の

sip
hu
n
cle
内
に
普
通
に
見
ら
る
ゝ
d
ivertic
ula
が
明
か

は
存
在
し
て
居
る
｡

T
e
ieh
ert
氏

(io
c･
cit,
)
9
33
.
P
.22
1)
も

M
aru
yam
a
cer
a
s

を
謝
め
ね
が
､
此
者
の

sip
hu
n
cu
tar
s
e
g
･

m
en
t
が
隔
離
-
且
つ
低
さ
革
及
び

septal
neck
が
著
し
-
衣
-

A
ctin
oceratoid
な
る
革
を
以
て
其
特
徴
と
し

て
居
る
.
T
e
ic
hert
氏
の
着
眼
が
最
も
要
鮎
に
梱
れ
て
居
る
と
恩
ふ
｡
M

a
m
iy
a
m
a
cer
a
s

の

seg
m
en
tat
n
eCk
は

顔
-
探
-
､
seg
m
ent
の
側
面
の
膨
ら
み
の
輸
廓
は
時
と
し
て
屈
中
堅

不
し
て
居
る
0

叉

M
a
ru
y
a
m
a
cer
a
s

の

sip
hun
cte
の
縦
断
面
は
各
階
と
し
て
其
輪
廓
が
後
述
の

S
h
an
lu
ng
ocer
a
s
ta
td
w
ai
(柄
.)

の
其
れ
に
似
て
居

る
が
前
者
は
後
者
に
比
し
温
か
に
大
型
で
あ
わ
叉

Septat
n
eck
が
興
る
｡

相
小
林
氏
が
本
属
創
設
常
時
拳
げ
ら
ら
れ
聖

二
種
は
同
氏
の
記
載
せ
る
事
項
だ
け
で
は
基
型
種
と
の
区
別
が
困
難

で
あ
る
｡
又
遠
藤
隆
次
式
(U
.
S
.

N.M
u
s.
B
u
tt.
N
o.
164
,1
932,
P
.8
4.
P
t.
15,
F
igs
.
1-
3
)
が

A
rm
en
o･

cer
a
s
eleg
a
n
s
E
.
と
し
で
記
載
し
た
も
の
を

T
eich
ert
氏

(1o
c
.
cit.
P
.
22)
)
も
小
林
氏

(1934.
P
.
457)も

共
に

M
a
r
u
y
a
m
acer
aS
と
寵
め
で
居
る
が
之
れ
は
後
の
両
氏
の
見
解
が
正
し
い
｡
(
未
完
)


